
厚⽣年⾦加⼊者の結婚祝い⾦
簡単まとめ

※当資料に従うことで、法令違反がないことを保証する資料ではありません。
※あくまで参考としてご活⽤いただくことを想定している資料です。実際の制度内容は国の資料等をご確認ください。
※当資料は、2025年4⽉時点の内容となっております。最新の情報は国の資料等をご確認ください。
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結婚後の年⾦制度の変更と⼿続き

結婚時に厚⽣年⾦保険から祝い⾦が⽀給されることはありません。厚⽣年⾦は、⽼後‧障害‧死亡といった⽣活上のリスクに備える公的制度で
あり、結婚は給付の対象外です。ただし、企業が独⾃に運営する企業年⾦制度の中には、福利厚⽣の⼀環として結婚祝い⾦を設けているケース
があります。公的年⾦とは性質が異なるため、この点を混同しないようにしましょう。

⼀部の企業年⾦（確定給付企業年⾦など）においては、加⼊者の結婚に際して祝い⾦が⽀給される制度が残されていることがあります。これら
の祝い⾦は、企業年⾦が独⾃に定める福利厚⽣であり、その⽀給要件や⾦額、申請⽅法は各基⾦によって異なります。加⼊している企業年⾦制
度の内容を確認し、必要であれば勤務先の担当部署や企業年⾦に問い合わせることが⼤切です。

企業年⾦では祝い⾦が出る場合も

結婚後は年⾦制度上の取り扱いが変わることがあります。主なパターンは次の2つです。

① 結婚後も仕事を続ける場合

そのまま厚⽣年⾦に加⼊し続けるため、年⾦種別の変更や特別な⼿続きは必要ありません。ただし、⽒名や住所が変わった際には届出が必要で
す。なお、マイナンバーと基礎年⾦番号が正しく紐づけられていれば、社会保険の届出は省略されることもありますが、健康保険組合について
は別途届出が必要な場合があるため、勤務先への確認が必要です。
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② 結婚を機に退職し、配偶者の扶養に⼊る場合

この場合、厚⽣年⾦から外れ、国⺠年⾦の第2号被保険者から第3号被保険者に切り替わります。⼿続きは、配偶者の勤務先が「健康保険 被扶
養者（異動）届」を⽇本年⾦機構に提出することで⾏われます。ただし、配偶者が⾃営業者など国⺠年⾦の第1号被保険者である場合は、第3号
にはなれず、⾃分⾃⾝で第1号被保険者への変更⼿続きを市区町村で⾏う必要があります。

結婚は⽣活だけでなく、公的制度上の区分にも影響を与える重要な節⽬です。⾃分の働き⽅や配偶者の状況に応じて、必要な年⾦や保険の⼿続
きを忘れずに済ませましょう。

結婚はライフステージにおける⼤きな変化であり、年⾦に関する⼿続きも伴う場合があります。ご⾃⾝の状況に応じて、必要な⼿続きを漏れな
く⾏うことが⼤切です。


